
○町の人口（1 0月 1日現在）　 男15,190人　　女15,351人　　計30,541人（前月比+10人)　　世帯数8,393世帯（前月比+12） 
 
 

目次 

広報 

やさ
とNO.580

広報やさと　2003年（平成15年）10月15日発行通算580号 
 

２００３
（平成１５年） 

10月 
 

●食生活改善普及月間　　　　P２・３ 

●第３回八郷町議会定例会　　　P４ 

●八郷町議会一般選挙　　　　 P５ 

●豊かな自然を生かしたロケーション 

　　　　　　　　　　　　　　P６・7 

●八郷の農業後継者たち⑥　　 P８ 

●新刊図書のご案内　 

●統計調査員役員紹介　　　　 P９  

●学校あれこれ⑩ 

●気になる病気　　　　　　　 P10 

●八郷の歴史31 

　江戸時代における社会集団の諸相 

●わたしの手料理 

●わが家のアイドル　　　　　 P11 

●みんなの広場 

　　わたしも一言 

　　イラスト・習字コーナー　 P12 

　　やさと文芸 

　　やさとメモリー 

　　広報クイズ　　　　　　　 P13 

●まちの話題できごと　　　P14・15 

●フラワーパーク秋バラまつり　 P16 

 

ピカピカはみがき教室　　保健センターにて10/2 
 
ピカピカはみがき教室　　保健センターにて10/2 
 



         

　
近
年
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
家
族

の
あ
り
方
の
多
様
化
に
伴
い
、
食
生

活
を
と
り
ま
く
社
会
環
境
は
大
き
く

変
化
し
て
い
ま
す
。
個
人
の
食
生
活

も
多
様
化
し
、
最
近
で
は
、
外
食
、

加
工
食
品
、
調
理
済
み
食
品
、
栄
養

機
能
食
品
、
特
定
保
健
用
食
品
な
ど

を
利
用
す
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

特
に
若
い
世
代
を
中
心
に
、
朝
食
を

と
ら
な
い
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
の

と
り
す
ぎ
、
偏
食
な
ど
の
問
題
が
見

ら
れ
、
生
活
習
慣
病
の
若
年
化
が
心

配
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
食
生
活
は
、
健
康
の
保
持
・
増
進
、

疾
病
予
防
の
基
本
で
す
。
心
身
と
も

に
充
実
し
た
毎
日
を
過
ご
す
た
め
に

も
、
一
人
一
人
が
食
生
活
を
見
直
し
、

規
則
正
し
く
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
健
康
的
な
食
生
活
を
実
践
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。  

  

　
私
た
ち
が
日
々
の
生
活
の
な
か
で
、

何
を
ど
れ
だ
け
、
ど
の
よ
う
に
食
べ

れ
ば
よ
い
の
か
、
具
体
的
に
実
践
で

き
る
目
標
と
し
て
、
平
成
十
二
年
三
月
、

新
し
い
「
食
生
活
指
針
」
が
策
定
さ
れ

ま
し
た
。 

　
十
項
目
か
ら
な
る
「
食
生
活
指
針
」

は
、
食
料
生
産
、
流
通
、
食
文
化
、

健
康
な
ど
、
複
雑
に
か
か
わ
り
あ
う

食
生
活
全
体
を
幅
広
く
視
野
に
入
れ

た
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ 

⑵

　
料
理
を
作
る
時
は
肉
と
魚
、
卵
、

濃
い
野
菜
、
薄
い
野
菜
と
果
物
を
献

立
に
入
れ
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

野
菜
は
お
か
げ
さ
ま
で
自
家
製
の
も

の
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
利
用

し
て
い
ま
す
。
た
だ
一
度
に
た
く
さ

ん
収
穫
で
き
る
の
で
調
理
す
る
と
き

は
、
同
じ
料
理
に
し
な
い
よ
う
工
夫

し
て
い
ま
す
。
な
る
べ
く
薄
味
を
心

が
け
て
い
ま
す
が
、
味
に
メ
リ
ハ
リ

を
出
す
た
め
に
一
品
だ
け
濃
い
目
の

料
理
を
出
し
ま
す
。
料
理
を
す
る
中

で
特
に
気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
は
、

材
料
を
効
率
よ
く
使
う
と
い
う
こ
と

で
す
。
例
え
ば
煮
豚
を
作
る
と
き
は

ネ
ギ
の
青
い
部
分
、
し
ょ
う
が
は
良

く
洗
っ
た
皮
を
使
用
し
ま
す
。
そ
の

煮
汁
は
こ
し
て
中
華
ス
ー
プ
に
し
ま

す
。
ま
た
、
唐
揚
げ
で
残
っ
た
片
栗

粉
は
捨
て
ず
に
と
き
玉
汁
な
ど
に
使

い
ま
す
。
す
で
に
実
践
さ
れ
て
い
る

方
も
い
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
普
段

か
ら
無
駄
に
し
な
い
心
が
け
は
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。 

は
じ
め
よ
う
　 

 
ま
ず
は
「
食
」
か
ら
健
康
生
活 

 　
が
ん
、
心
臓
病
、
脳
卒
中
、
糖
尿
病
、
高
血
圧
な
ど
の
生
活
習
慣
病
が
、

現
代
人
に
と
っ
て
深
刻
な
健
康
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
食
事
、
運
動
、
休
養
な
ど
、
日
常
的
な
生
活
習
慣
と
深
く
か
か
わ
る
「
生

活
習
慣
病
」。
そ
れ
ら
の
多
く
は
、「
食
生
活
」
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。
毎
年
十
月
一
日
か
ら
三
十
一
日
は
「
食
生
活
改
善
普
及
月
間
」
で
す
。

正
し
い
食
生
活
で
生
活
習
慣
病
を
予
防
し
、
豊
か
で
健
康
な
暮
ら
し
を
実
現

し
ま
し
ょ
う
。 

食
生
活
は
健
康
で
す
か
？ 

～毎年10月1日～31日は「食生活改善普及月間」～  

　がん、心臓病、脳卒中、糖尿病などの生活習慣病の増加が大きな健康課題となってい 

ます。国民一人一人の食生活改善に対する自覚を高め、日常生活での実践を促すことを 

目的に、昭和24年から食生活改善普及運動が実施されています。平成15年度も、10月 

１日から31日までの1か月間、「はじめよう　まずは“食”から健康生活」を統一標語に、 

食生活改善普及月間として、全国各地でさまざまな食生活改善普及運動が展開されます。  

 

「食生活改善普及月間」  
 

国
谷
芳
子
さ
ん
（
佐
久
） 

 

実
践
し
よ
う
！
「
食
生
活
指
針
」  

 

無
駄
を
な
く
し
た
料
理
を 

心
が
け
て
い
ま
す 

 

食生活改善普及月間　10月1日～31日 



の
項
目
は
い
ず
れ
も
、
健
康
的
で
豊

か
な
生
活
を
送
る
た
め
に
大
切
な
も

の
で
す
。 

　
次
に
紹
介
す
る
「
食
生
活
指
針
」

の
実
践
ポ
イ
ン
ト
を
参
考
に
、
健
康

的
な
食
生
活
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。  

 

食
事
を
楽
し
も
う  

・
心
と
か
ら
だ
に
お
い
し
い
食
事

を
、
味
わ
っ
て
食
べ
ま
し
ょ
う
。 

・
毎
日
の
食
事
で
、
健
康
寿
命
を
の

ば
し
ま
し
ょ
う
。 

・
家
族
の
団
ら
ん
や
人
と
の
交
流
を

大
切
に
、
ま
た
、
食
事
づ
く
り
に
参

加
し
ま
し
ょ
う
。  

 一
日
の
食
事
の
リ
ズ
ム
か
ら
、 

健
や
か
な
生
活
リ
ズ
ム
を  

・
朝
食
で
、
い
き
い
き
し
た
一
日
を

始
め
ま
し
ょ
う
。 

・
夜
食
や
間
食
は
と
り
す
ぎ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

・
飲
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に
し
ま
し
ょ

う
。 

 

主
食
、主
菜
、副
菜
を
基
に
、 

食
事
の
バ
ラ
ン
ス
を  

・
多
様
な
食
品
を
組
み
合
わ
せ
ま
し

ょ
う
。 

・
調
理
方
法
が
偏
ら
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。 

・
手
作
り
と
外
食
や
加
工
食
品
・
調

理
食
品
を
上
手
に
組
み
合
わ
せ
ま

し
ょ
う
。 

 

ご
は
ん
な
ど
の
穀
類
を 

し
っ
か
り
と
と
ろ
う  

・
穀
類
を
毎
食
と
っ
て
、
糖
質
か
ら

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
摂
取
を
適
正
に
保
ち

ま
し
ょ
う
。 

・
日
本
の
気
候
・
風
土
に
適
し
て
い
る

米
な
ど
の
穀
類
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。 

 

野
菜
・
果
物
、
牛
乳
・
乳
製

品
、
豆
類
、
魚
な
ど
も
組
み

合
わ
せ
て  

・
た
っ
ぷ
り
野
菜
と
毎
日
の
果
物

で
、
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
、
食
物

繊
維
を
と
り
ま
し
ょ
う
。 

・
牛
乳
・
乳
製
品
、
緑
黄
色
野
菜
、

豆
類
、
小
魚
な
ど
で
、
カ
ル
シ
ウ
ム

を
十
分
に
と
り
ま
し
ょ
う
。 

       

食
塩
や
脂
肪
は
控
え
め
に  

・
塩
辛
い
食
品
を
控
え
め
に
、食
塩
は

一
日
十
グ
ラ
ム
未
満
に
し
ま
し
ょ
う
。 

・
脂
肪
の
と
り
す
ぎ
を
や
め
、
動

物
、
植
物
、
魚
由
来
の
脂
肪
を
バ
ラ 

ン
ス
よ
く
と
り
ま
し
ょ
う
。 

・
栄
養
成
分
表
示
を
見
て
、
食
品

や
外
食
を
選
ぶ
習
慣
を
身
に
つ
け

ま
し
ょ
う
。 

 

適
正
体
重
を
知
り
、
日
々
の 

活
動
に
見
合
っ
た
食
事
量
を  

・
太
っ
て
き
た
か
な
と
感
じ
た
ら
、

体
重
を
量
り
ま
し
ょ
う
。 

・
ふ
だ
ん
か
ら
意
識
し
て
身
体
を
動

か
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

・
美
し
さ
は
健
康
か
ら
。
無
理
な
減

量
は
や
め
ま
し
ょ
う
。 

・
し
っ
か
り
か
ん
で
、
ゆ
っ
く
り
食

べ
ま
し
ょ
う
。 

     

食
文
化
や
地
域
の
産
物
を
生

か
し
、
と
き
に
は
新
し
い
料

理
も  

・
地
域
の
産
物
や
旬
の
素
材
を
使
う

と
と
も
に
、
行
事
食
を
取
り
入
れ
な

が
ら
、
自
然
の
恵
み
や
四
季
の
変
化

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。 

・
食
文
化
を
大
切
に
し
て
、
日
々
の

食
生
活
に
生
か
し
ま
し
ょ
う
。 

・
食
材
に
関
す
る
知
識
や
料
理
技
術

を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。 

・
と
き
に
は
新
し
い
料
理
を
作
っ
て

み
ま
し
ょ
う
。 

 

調
理
や
保
存
を
上
手
に
し
て 

無
駄
や
廃
棄
を
少
な
く  

・
買
い
す
ぎ
、
作
り
す
ぎ
に
注
意

し
て
、
食
べ
残
し
の
な
い
適
量
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。 

・
賞
味
期
限
や
消
費
期
限
を
考
え
て

利
用
し
ま
し
ょ
う
。 

・
定
期
的
に
冷
蔵
庫
の
中
身
や
家
庭

内
の
食
材
を
点
検
し
、
献
立
を
工
夫

し
て
食
べ
ま
し
ょ
う
。 

        

自
分
の
食
生
活
を
見
直
そ
う  

・
自
分
の
健
康
目
標
を
つ
く
り
、
食

生
活
を
点
検
す
る
習
慣
を
持
ち
ま
し

ょ
う
。 

・
家
族
や
仲
間
と
、
食
生
活
を
考
え

た
り
、
話
し
合
っ
た
り
し
て
み
ま
し

ょ
う
。 

・
学
校
や
家
庭
で
食
生
活
の
正
し
い

理
解
や
望
ま
し
い
習
慣
を
身
に
つ
け

ま
し
ょ
う
。 

・
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
、
食
生
活
を

大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。 

 

⑶

　
食
生
活
改
善
推
進
員
は
健
康
づ
く
り

の
仲
間
と
し
て
「
自
分
の
健
康
は
自
分

で
つ
く
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
心
身
と
も

に
健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
長
寿
社
会

を
目
指
し
、
食
事
、
運
動
、
休
養
の
調

和
の
と
れ
た
活
動
が
地
域
に
定
着
す
る

よ
う
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
生
活

習
慣
病
の
発
症
に
は
一
人
ひ
と
り
の
生

活
の
仕
方
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
二
十

一
世
紀
に
向
け
た
国
の
新
た
な
健
康
づ

く
り
の
対
策
「
健
康
日
本
21
」
を
も
踏

ま
え
、
私
た
ち
は
今
こ
そ
暮
ら
し
を
見

直
し
、
正
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。
町
の
栄
養
改
善
事
業
で
は
、
食
生

活
改
善
伝
達
講
習
会
、
乳
幼
児
健
診
、

生
活
習
慣
改
善
教
室
、
骨
粗
し
ょ
う
症

予
防
教
室
、
糖
尿
病
教
室
、
高
齢
者
の

た
め
の
食
事
会
、
親
子
料
理
教
室
、
肥

満
予
防
教
室
な
ど
の
行
事
を
通
し
て
、

「
健
康
づ
く
り
の
案
内
役
」
と
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
高
齢
化

や
環
境
問
題
な
ど
社
会
的
な
視
野
を
踏

ま
え
た
上
で
、
食
生
活
改
善
の
普
及
を

広
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

食
生
活
改
善
推
進
員
連
絡
協
議
会
会
長 

  

吉
田
と
し
子
さ
ん（
柿
岡
） 

 



●
補
正
予
算
議
案 

　
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
一
億
六
、
三
八
一
万
四
千
円

を
追
加
し
九
七
億
六
五
八
万
八
千
円
と

し
ま
し
た
。 

　
歳
出
は
、
総
務
費
の
企
画
費
を
市
町

村
合
併
推
進
の
調
整
作
業
が
本
格
的
に

始
ま
っ
た
こ
と
に
伴
い
経
費
八
十
四
万

を
増
額
し
ま
し
た
。
徴
税
費
は
、
不
足

の
見
込
ま
れ
る
過
誤
納
付
金
を
増
額
し

ま
し
た
。
戸
籍
住
民
基
本
台
帳
費
は
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
戸
籍
情
報

シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
伴
い
、
デ
ー
タ
作

成
業
務
の
委
託
料
を
計
上
し
ま
し
た
。

民
生
費
は
、
児
童
福
祉
費
を
次
世
代
育

成
支
援
対
策
計
画
策
定
に
必
要
な
経
費

を
増
額
し
ま
し
た
。
農
林
水
産
業
費
は
、

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

を
計
上
し
て
い
ま
す
。
園
芸
振
興
費
は
、

園
芸
施
設
の
整
備
に
補
助
す
る
茨
城
の

う
ま
い
果
物
産
地
総
合
推
進
対
策
事
業

補
助
金
と
、
八
郷
町
園
芸
施
設
等
整
備

支
援
事
業
補
助
金
を
増
額
し
ま
し
た
。

商
工
費
は
、
国
民
宿
舎
つ
く
ば
ね
の
雨

漏
り
等
の
施
設
改
修
工
事
費
を
増
額
し

ま
し
た
。
土
木
費
は
、
改
良
工
事
・
排

水
整
備
工
事
・
舗
装
工
事
と
、
用
地
代

及
び
物
件
補
償
費
、
資
材
支
給
舗
装
工

事
原
材
料
代
を
増
額
し
ま
し
た
。
教
育

費
は
、
小
幡
小
学
校
の
校
舎
雨
漏
り
の

改
修
工
事
費
を
計
上
し
ま
し
た
。
社
会

教
育
費
は
、
中
央
公
民
館
入
り
口
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
等
の
工
事
費
を
計
上
し
ま

し
た
。
図
書
館
費
で
は
、
図
書
館
建
設

の
基
本
設
計
と
地
質
調
査
委
託
料
を
計

上
し
ま
し
た
。
保
健
体
育
費
は
、
テ
ニ

ス
や
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
等
の

用
具
保
管
庫
を
兼
ね
た
施
設
利
用
者
の

た
め
の
休
憩
施
設
の
建
設
費
を
計
上
し

ま
し
た
。 

　
歳
入
は
、
地
方
交
付
税
を
普
通
交
付

税
の
交
付
額
確
定
に
合
わ
せ
て
一
億
一
、

九
九
五
万
三
千
円
増
額
し
ま
し
た
。
県

支
出
金
の
県
補
助
金
で
は
、
補
助
金
の

確
定
に
合
わ
せ
て
、
茨
城
の
園
芸
10
ア

ッ
プ
運
動
推
進
事
業
補
助
金
の
減
額
と
、

茨
城
の
う
ま
い
果
実
産
地
総
合
推
進
事

業
費
補
助
金
を
増
額
し
ま
し
た
。
繰
入

金
は
、
下
水
道
特
別
会
計
繰
入
金
を
計

上
し
ま
し
た
。
諸
収
入
は
、
土
浦
石
岡

地
方
広
域
協
議
会
広
域
振
興
事
業
基
金

の
廃
止
に
伴
う
拠
出
金
の
返
還
金
を
計

上
し
ま
し
た
。
不
足
す
る
歳
入
は
、
繰

越
金
を
充
て
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

債
務
負
担
行
為
の
追
加
に
つ
い
て
は
、

図
書
館
建
設
設
計
監
理
業
務
委
託
料
で
、

期
間
は
平
成
十
五
年
度
か
ら
平
成
十
六

年
度
ま
で
で
す
。 

　
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
六
三
〇

万
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
七
、
九

九
六
万
円
と
し
ま
し
た
。
内
容
は
、
処

理
場
と
中
継
ポ
ン
プ
の
修
繕
費
等
が
主

な
も
の
で
す
。 

　
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
一
、
三
五
〇

万
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
十
三
億

一
、
六
五
〇
万
円
と
し
ま
し
た
。
内
容

は
、
下
水
道
受
益
者
負
担
金
一
括
納
付

者
の
増
加
に
伴
い
、
下
水
道
受
益
者
負

担
金
一
括
納
付
報
奨
金
の
増
額
と
繰
出

金
の
一
般
会
計
繰
出
金
を
計
上
し
ま
し

た
。 

●
条
例
改
正
議
案 

　
八
郷
町
課
設
置
条
例
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て
で
し
た
。 

町
有
財
産
の
取
得
議
案 

　
町
道
六
六
五
〇
号
線
（
岩
間
・
八
郷

線
）
の
用
地
と
し
て
真
家
地
内
の
土
地

を
取
得
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。 

●
契
約
関
係
議
案 

　
15
国
補
道
改
第
一
号
│
一
に
係
る
町

道
六
六
五
〇
号
線
（
岩
間
・
八
郷
線
）

の
山
崎
地
内
で
道
路
改
良
工
事
を
行
う

た
め
の
契
約
で
す
。 

▽
契
約
の
目
的
　 

　
15
国
補
道
改
第
一
号
│
一
道
路
改
良

工
事
　 

▽
契
約
の
方
法
　
　
　
指
定
競
争
入
札

▽
契
約
金
額
　
　
　
七
、
三
七
一
万
円 

▽
契
約
相
手
方 

　
　
　
　
　
　
八
郷
町
山
崎
　
㈱
進
貢 

●
報
告 

　
14
国
補
緊
急
第
一
号
│
一
道
路
改
良

工
事
の
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い

て
の
専
決
処
分
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。 

 

⑷

　
平
成
十
四
年
度
八
郷
町
水
道
事
業
会

計
は
、
監
査
委
員
か
ら
次
の
よ
う
な
意

見
を
付
さ
れ
監
査
結
果
と
と
も
に
認
定

さ
れ
ま
し
た
。 

①
水
道
料
金
徴
収
率
は
、
前
年
度
八

八
・
七
六
㌫
に
対
し
、
本
年
度
八
八
・

四
四
㌫
と
〇
・
三
二
㌫
低
下
し
て
い

る
。
悪
質
な
滞
納
者
に
は
、
給
水
停

止
等
の
手
段
を
講
じ
る
な
ど
、
い
っ

そ
う
の
徴
収
率
の
向
上
に
努
力
さ
れ

た
い
。 

　
ま
た
、
徴
収
方
法
の
改
善
等
に
よ
り

未
収
金
の
解
消
を
図
ら
れ
た
い
。 

②
給
水
原
価
が
供
給
単
価
を
上
回
る
と

い
う
赤
字
構
造
が
依
然
と
し
て
続
き
、

給
水
原
価
は
二
九
九
・
五
六
円
／
立
方

㍍
、
供
給
単
価
は
二
三
八
・
七
九
円
／

立
方
㍍
で
、
そ
の
格
差
は
、
前
年
度
五

八
・
七
五
円
／
立
方
㍍
に
対
し
本
年
度

は
六
〇
・
七
七
円
／
立
方
㍍
と
前
年
度

に
比
べ
二
・
〇
二
円
／
立
方
㍍
拡
大
し

て
い
る
。
給
水
原
価
の
低
減
の
た
め
、

い
っ
そ
う
経
費
の
節
減
に
努
力
さ
れ
た

い
。 

③
漏
水
は
、
施
設
の
老
朽
化
に
よ
る
も

の
、
工
事
中
の
事
故
に
よ
る
も
の
等
が

あ
る
。
給
水
管
等
の
老
朽
化
対
策
を
引

き
続
き
推
進
さ
れ
た
い
。
工
事
中
の
事

故
に
よ
る
漏
水
に
つ
い
て
は
、
事
故
の

要
因
の
一
つ
と
し
て
配
管
図
の
不
備
が

あ
る
と
し
て
も
、
工
事
施
工
業
者
に
対

し
て
応
分
の
負
担
を
求
め
ら
れ
た
い
。 

④
損
益
勘
定
留
保
資
金
九
億
二
、
八
九

九
万
六
、
五
八
二
円
、
減
債
積
立
金
は

一
億
四
、
八
〇
〇
円
と
多
額
の
現
金
を

抱
え
て
い
る
の
で
、
通
常
会
計
分
と
合

わ
せ
、
ペ
イ
オ
フ
対
策
に
つ
い
て
は
万

全
を
期
さ
れ
た
い
。 

⑤
水
の
安
定
供
給
と
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
努
め
る
と
と
も
に
、
町
民
の
生
活
用

水
の
確
保
に
万
全
を
期
さ
れ
た
い
。 

 

　
平
成
十
五
年
度
第
三
回
八
郷
町
議
会
定
例
会
は
九
月
八
日
に
招
集
さ

れ
、
十
七
日
ま
で
の
十
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
提
出
さ
れ
た
案
件
は
、
専
決
処
分
の
報
告
一
件
、
補
正
予
算
等
議
案
三

件
、
条
例
改
正
議
案
一
件
、
認
定
一
件
、
工
事
請
負
契
約
関
係
議
案
一
件
、

他
議
案
一
件
で
し
た
。
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
採
択
さ
れ
ま
し
た
。 

平
成
十
四
年
度

平
成
十
四
年
度
八
郷
町
水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定

八
郷
町
水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定 

平
成
十
四
年
度
八
郷
町
水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定 

 



 
こ
の
選
挙
の
有
権
者
は 

次
の
要
件
を
す
べ
て
備
え
て
い
る
こ

と
。 

○
年
齢
二
十
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
。 

（
昭
和
五
十
八
年
十
二
月
十
五
日
以
前

に
生
ま
れ
た
方
） 

○
八
郷
町
に
住
所
を
有
す
る
者
で
あ
る

こ
と
。
た
だ
し
、
他
市
町
村
か
ら
八
郷

町
に
住
所
を
移
し
た
方
は
、
平
成
十
五

年
九
月
八
日
ま
で
に
転
入
届
け
を
済
ま

せ
て
い
る
こ
と
。 

　
な
お
、
投
票
日
前
に
町
外
へ
転
出
し

た
方
は
、
転
出
し
た
日
か
ら
選
挙
権
が

な
く
な
り
ま
す
。 

○
法
令
に
掲
げ
る
欠
格
者
で
な
い
者
で

あ
る
こ
と
。 

 

投
票
所
入
場
券
は 

○
郵
送
で
各
家
庭
に
配
布
し
ま
す
。 

○
投
票
所
入
場
券
を
な
く
し
て
し
ま
っ

て
も
有
権
者
は
投
票
で
き
ま
す
の
で
、

投
票
所
の
受
付
で
そ
の
旨
を
申
し
出
て

下
さ
い
。 

 

期
日
前
投
票 

　
期
日
前
投
票
は
、
こ
れ
ま
で
の
不
在

者
投
票
に
替
わ
る
も
の
で
す
。
投
票
用

紙
を
封
筒
に
入
れ
て
署
名
す
る
手
続
き

が
な
く
な
り
投
票
が
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
期
日
前
投
票
が
で
き
る
方
は
次
の

と
お
り
で
す
。 

一
　
選
挙
当
日
に
職
務
も
し
く
は
業
務

ま
た
は
結
婚
式
の
当
事
者
、
葬
式
の
喪

主
等
冠
婚
葬
祭
の
主
宰
を
す
る
方
、
そ

の
方
の
親
族
そ
の
他
社
会
通
念
上
こ
れ

に
準
ず
る
地
位
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

方
が
、
当
該
冠
婚
葬
祭
に
お
い
て
行
う

べ
き
用
務
に
従
事
す
る
こ
と
。 

二
　
一
以
外
の
用
務
ま
た
は
事
故
の
た

め
そ
の
属
す
る
投
票
区
の
区
域
外
に
旅

行
ま
た
は
滞
在
す
る
こ
と
。 

三
　
疾
病
、
負
傷
、
妊
娠
、
老
衰
も
し

く
は
身
体
の
障
害
の
た
め
、
も
し
く
は

産
褥
に
あ
た
る
た
め
歩
行
が
困
難
で
あ

る
こ
と
。
ま
た
は
、
監
獄
、
少
年
院
も

し
く
は
婦
人
補
導
院
に
収
容
さ
れ
て
い

る
こ
と
。 

四
　
交
通
が
不
便
な
島
、
そ
の
他
の
地

で
公
職
選
挙
法
施
行
規
則
別
表
第
一
で

定
め
る
地
域
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
、

ま
た
は
当
該
地
域
に
滞
在
を
す
る
こ

と
。 

 

　
　
場
所
と
時
間 

▼
期
間
　
十
二
月
十
日
か
ら 

　
　
　
　
　
　
十
三
日
ま
で 

▼
時
間
　
午
前
八
時
三
十
分
か
ら 

　
　
　
　
　
　
午
後
八
時
ま
で 

▼
場
所
　
八
郷
町
役
場
一
階
会
議
室 

▼
持
参
す
る
も
の 

　
　
　
　
　
投
票
所
入
場
券 

　
　
　
　
　
　
（
届
い
て
い
る
場
合
） 

 

特
定
施
設
で
の
不
在
者
投
票 

　
病
院
に
入
院
中
ま
た
は
、
老
人
ホ
ー

ム
等
に
入
所
中
の
方
は
、
そ
の
施
設
が

県
の
選
挙
管
理
委
員
会
の
指
定
し
た
施

設
で
あ
れ
ば
そ
の
施
設
で
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
。
早
め
に
選
挙
管
理
委
員

会
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

 

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票 

　
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
る

方
は
、
八
郷
町
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら

郵
便
投
票
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
い

る
方
で
す
。
投
票
用
紙
は
、
投
票
日
の

四
日
前
（
十
二
月
十
日
）ま
で
に
請
求
し

て
下
さ
い
。
詳
し
く
は
町
選
挙
管
理
委

員
会
へ
早
め
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

⑸

八
郷
町
議
会
議
員
一
般
選
挙 

　
任
期
満
了
に
伴
う
八
郷
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
、
十
二
月
十
四
日
（
日
）
に
行
わ
れ
ま
す
。 

投
票
所
を
閉
じ
る
時
刻
は
、
二
時
間
繰
り
上
げ
ら
れ
午
後
六
時
に
な
り
ま
す
。 

日
時
　
十
一
月
十
四
日
（
金
）
　
　
午
後
一
時
三
十
分
か
ら 

場
所
　
中
央
公
民
館
第
三
・
第
四
講
座
室 

立
候
補
予
定
者
説
明
会

立
候
補
予
定
者
説
明
会 

 
立
候
補
予
定
者
説
明
会 

 

投
票
日
　
　
平
成
十
五
年
十
二
月
十
四
日
（
日
）
　

投
票
日
　
　
平
成
十
五
年
十
二
月
十
四
日
（
日
）
　 

 

投
票
日
　
　
平
成
十
五
年
十
二
月
十
四
日
（
日
）
　 

 
八郷町議会議員一般選挙 

12月14日（日） 

　問い合わせ先 

八郷町選挙管理委員会 

役場三階総務課内 

内線1337

　問い合わせ先 

八郷町選挙管理委員会 

役場三階総務課内 

内線1337

● 

前回の町議会議員一般選挙の 
 　　　　　　　　　開票作業 

午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で

午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で 

午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で 



　
八
郷
町
は
、
日
本
の
原
風
景
（

　
八
郷
町
は
、
日
本
の
原
風
景
（「
里
山
」

「
里
山
」「
田
園
」

「
田
園
」「
せ
せ
ら
ぎ

「
せ
せ
ら
ぎ
」

な
ど
）
を
残
す
緑
豊
か
な
自
然
環
境
や
、
歴
史
的
建
造
物
が
数
多

な
ど
）
を
残
す
緑
豊
か
な
自
然
環
境
や
、
歴
史
的
建
造
物
が
数
多

く
あ
る
と
と
も
に
、
都
心
か
ら
も
近
距
離
で
交
通
の
便
が
良
い
た

く
あ
る
と
と
も
に
、
都
心
か
ら
も
近
距
離
で
交
通
の
便
が
良
い
た

め
、
自
然
・
田
園
景
観
を
活
用
し
た
ド
ラ
マ
な
ど
の
撮
影
の
誘
致

め
、
自
然
・
田
園
景
観
を
活
用
し
た
ド
ラ
マ
な
ど
の
撮
影
の
誘
致

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。 

　
昨
年
八
月
か
ら
今
年
十
月
に
か
け
て
は
既
に
放
映
さ
れ
い
ま
す

　
昨
年
八
月
か
ら
今
年
十
月
に
か
け
て
は
既
に
放
映
さ
れ
い
ま
す

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
武
蔵
」
や
、
映
画
「
座
頭
市
」
な
ど
の
ロ

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
武
蔵
」
や
、
映
画
「
座
頭
市
」
な
ど
の
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
様
々
な
シ
ー
ン
で
町
内
の
風
景
を
見
る

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
様
々
な
シ
ー
ン
で
町
内
の
風
景
を
見
る

事
が
で
き
ま
し
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
武
蔵
」
で
は
町
民
の

事
が
で
き
ま
し
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
武
蔵
」
で
は
町
民
の

皆
さ
ん
も
、
エ
キ
ス
ト
ラ
と
し
て
多
数
参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
、
エ
キ
ス
ト
ラ
と
し
て
多
数
参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
今
月
号
で
は
、
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
風
景
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
今
月
号
で
は
、
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
風
景
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

　
八
郷
町
は
、
日
本
の
原
風
景
（「
里
山
」「
田
園
」「
せ
せ
ら
ぎ
」

な
ど
）
を
残
す
緑
豊
か
な
自
然
環
境
や
、
歴
史
的
建
造
物
が
数
多

く
あ
る
と
と
も
に
、
都
心
か
ら
も
近
距
離
で
交
通
の
便
が
良
い
た

め
、
自
然
・
田
園
景
観
を
活
用
し
た
ド
ラ
マ
な
ど
の
撮
影
の
誘
致

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。 

　
昨
年
八
月
か
ら
今
年
十
月
に
か
け
て
は
既
に
放
映
さ
れ
い
ま
す

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
武
蔵
」
や
、
映
画
「
座
頭
市
」
な
ど
の
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
様
々
な
シ
ー
ン
で
町
内
の
風
景
を
見
る

事
が
で
き
ま
し
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
武
蔵
」
で
は
町
民
の

皆
さ
ん
も
、
エ
キ
ス
ト
ラ
と
し
て
多
数
参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
今
月
号
で
は
、
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
風
景
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

⑹

豊
か
な
自
然
を
生
か
し
た 

　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

（順不同・敬称略） 

ＮＨＫ大河ドラマ「新撰組」のロケ風景（根小屋地内の風景を生かした撮影） 

八郷町の自然景観を生かして撮影された主な作品のロケ地と訪れた出演者 

●ＮＨＫ大河ドラマ「武蔵」 
　　１　太田地内　　　　善光寺　　　　　　　　　市川新之助（宮本武蔵）・堤真一（本位田又八）・米倉涼子（お通） 
　　２　狢内地内　　　　長楽寺・畑道・山林　　　ビートたけし（新免無二斎）・内山理名（朱実）・寺島しのぶ（亜矢） 
　　３　真家地内　　　　馬滝・林道　　　　　　　松岡昌宏（佐々木小次郎）・中井貴一（柳生宗矩）・中村玉緒（お杉） 
　　４　八重地内　　　　畑道　　　　　　　　　　高嶋政伸（柳生兵庫助）・宮沢りえ（お篠）・和久井映見（りん） 
　　５　フラワーパーク　竹林・遊歩道　　　　　　渡瀬恒彦（沢庵）・かたせ梨乃（お甲）・阿部寛（祇園藤次） 
　　６　里地内　　　　　畑道・水田脇農道　　　　吉田栄作（宍戸梅軒）・水野美紀（妻・かつ）・谷啓（又八の叔父） 
　　７　上青柳地内　　　畑道　　　　　　　　　　西田敏行（内山半兵衛）・仲間由紀恵（琴） 
　　８　根小屋地内　　　ロケセット・坂道 
　　９　半田地内　　　　水田脇農道・恋瀬川土手 
　　10　小野越地内　　　北向山観音 
 
●映画「座頭市」 
　　２　狢内地内　　　　長楽寺　　　　　　　　　ビートたけし（座頭市）・ガダルカナル・タカ（新吉） 
 
●ＮＨＫ大河ドラマ「新撰組」 
　　６　里地内　　　　　畑道　　　　　　　　　　香取慎吾（近藤勇）・沢口靖子（沖田総司の姉） 
　　７　上青柳地内　　　民家・畑道　　　　　　　山本耕史（土方歳三）・中村獅童（滝本捨助）・山本太郎（原田佐之助） 
　　８　根小屋地内　　　 

●問い合わせ先 
役場2階 
商工観光課 
内線1243



⑺

10　小野越地内　小野越地内 
　　北向山観音　　北向山観音 
 

１　太田地内１　太田地内 
　　善光寺　　善光寺 
 

３　真家地内３　真家地内 
　　馬滝周辺　　馬滝周辺 
 

５　フラワーパーク５　フラワーパーク 
 

４　八重地内４　八重地内 
 

６　里地内６　里地内 

７　上青柳地内７　上青柳地内 
 

８　根小屋地内８　根小屋地内 
　　セゴビアＧＣ内ロケセット　　セゴビアＧＣ内ロケセット 
 

９　半田地内９　半田地内 
　　恋瀬川土手　　恋瀬川土手 
 

10　小野越地内 
　　北向山観音 
 

10小野越地内 
 

１　太田地内 
　　善光寺 
 

１太田地内 

 

２　狢内地内 
 

３　真家地内 
　　馬滝周辺 
 

３真家地内 

 

２狢内地内 

　 

５　フラワーパーク 
 

５フラワーパーク 
 

４　八重地内 
 

４八重地内 
 

６　里地内 

６里地内 

７　上青柳地内 
 

７上青柳地内 
 

８　根小屋地内 
　　セゴビアＧＣ内ロケセット 
 

９　半田地内 
　　恋瀬川土手 
 

町内の主なロケ地 

◎ 

８根小屋地内 

９半田地内 
 

役場 

２　狢内地内２　狢内地内 
　　長楽寺　　長楽寺 
 

２　狢内地内 
　　長楽寺 
 



⑻

八
郷
の
農
業
後
継
者
た
ち  

⑥ 

瓦
谷
　
小
松
　
正
輝
さ
ん   

 

バ
ラ
経
営 

 

（23） 

　 仕
事
は
し
た
だ
け
返
っ
て
き
ま
す

「
小
さ
い
頃
か
ら
花
の
あ
る
生
活
が
当

た
り
前
で
し
た
」
と
話
す
小
松
正
輝
さ

ん
は
、
千
葉
大
学
園
芸
別
科
を
修
了
後
、

家
業
を
継
ぎ
四
年
目
に
な
り
ま
す
。 

　
バ
ラ
栽
培
は
、
正
輝
さ
ん
が
小
学
校

に
入
っ
た
頃
に
父
与
平
さ
ん
が
取
り
組

み
始
め
、
現
在
、
千
七
百
坪
の
面
積
に

十
九
品
種
の
バ
ラ
を
育
て
て
い
ま
す
。

「
バ
ラ
は
素
直
で
す
ね
。
手
を
か
け
れ

ば
か
け
た
分
だ
け
の
結
果
が
出
ま
す
」 

　
市
場
へ
の
出
荷
が
ほ
と
ん
ど
で
、
県

内
を
は
じ
め
、
東
京
、
神
奈
川
、
福
島

な
ど
四
か
所
に
運
び
ま
す
。
バ
ラ
の
量

が
多
い
時
は
七
か
所
に
増
え
ま
す
。
栽

培
方
法
は
土
耕
栽
培
と
水
耕
栽
培
で
、

土
耕
は
四
月
か
ら
五
月
に
苗
を
定
植

し
、
九
月
の
彼
岸
前
ぐ
ら
い
か
ら
出
荷

出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
水
耕
は
六

月
に
定
植
し
、
十
月
半
ば
か
ら
出
荷
と

な
り
ま
す
。 

　
正
輝
さ
ん
の
一
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
朝
八
時
か
ら
一
時
間
が
花
切
り
作
業

で
、
そ
の
後
枝
の
手
入
れ
を
行
い
、
夕

方
四
時
ご
ろ
か
ら
二
回
目
の
花
切
り
作

業
を
行
い
ま
す
。
最
後
に
一
日
に
収
穫

し
た
バ
ラ
の
出
荷
作
業
に
入
り
ま
す
。 

 

今
は
感
性
を
磨
く
と
き 

　
ま
た
、
正
輝
さ
ん
は
昨
年
、
（
財
）

日
本
ば
ら
会
青
年
部
会
主
催
の
オ
ラ
ン

ダ
研
修
に
参
加
し
、
花
博
覧
会
や
地
元

の
農
業
を
見
学
し
て
き
ま
し
た
。
「
あ

ま
り
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
に
圧
倒
さ

れ
ま
し
た
。
驚
き
の
連
続
で
す
」
と
振

り
返
り
、
「
そ
れ
が
す
ぐ
に
現
在
の
仕

事
に
生
か
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
て
も
、

今
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
も
興
味
を
持

ち
、
経
験
し
な
が
ら
自
分
の
感
性
を
磨

く
こ
と
が
将
来
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
前
向
き
な
姿
勢
で

話
し
ま
す
。
「
そ
れ
と
、
な
る
べ
く
外

に
出
て
行
っ
て
、
他
の
生
産
者
の
意
見

を
聞
く
こ
と
も
大
事
な
仕
事
の
一
つ
で

す
ね
」 

　
趣
味
は
音
楽
鑑
賞
と
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
。
特
に
音
楽
に
つ
い
て
は
、
好
き

な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
ラ
イ
ブ
に
合
わ
せ

て
仕
事
を
休
み
、
一
人
で
出
か
け
て
し

ま
う
ほ
ど
の
熱
狂
ぶ
り
で
す
。
「
自
分

の
時
間
を
大
切
に
し
た
い
」
と
話
す
正

輝
さ
ん
は
、
色
々
見
た
り
、
聞
い
た
り

し
て
、
物
事
に
臨
機
応
変
に
対
応
で
き

る
人
に
な
り
た
い
と
言
い
ま
す
。
「
物

事
に
は
表
と
裏
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を

知
っ
て
い
る
人
は
話
に
説
得
力
が
あ
る

ん
で
す
よ
ね
。
そ
う
な
る
た
め
に
は
、

仕
事
人
間
に
な
ら
ず
に
他
の
こ
と
に
目

を
向
け
る
こ
と
も
大
切
か
な
と
思
っ
て

い
ま
す
」 

　
将
来
取
組
み
た
い
も
の
の
一
つ
は
育

種
。
育
種
と
は
生
物
の
も
つ
遺
伝
的
形

質
を
利
用
し
て
改
良
し
、
品
種
を
育
て

る
も
の
で
す
。
「
育
種
は
前
々
か
ら
興

味
が
あ
り
ま
し
た
。
自
分
で
新
し
い
品

種
が
作
れ
た
ら
最
高
で
す
」
と
声
を
弾

ま
せ
ま
す
。 

 

満
開
の
バ
ラ
を
あ
げ
た
い
で
す 

「
ほ
と
ん
ど
が
つ
ぼ
み
の
ま
ま
収
穫
し

出
荷
し
て
い
る
の
で
、
満
開
に
咲
い
て

い
る
の
は
あ
ま
り
見
な
い
ん
で
す
。
お

客
様
に
は
満
開
の
状
態
で
手
渡
し
た
い

で
す
よ
ね
」
と
話
す
正
輝
さ
ん
は
、
続

け
て
「
自
分
が
も
し
結
婚
す
る
こ
と
に

な
っ
た
ら
お
嫁
さ
ん
に
バ
ラ
の
ブ
ー
ケ

を
作
っ
て
、
式
場
の
花
は
全
て
私
が
考

え
た
い
で
す
ね
。
ま
だ
先
の
こ
と
で
す

け
ど
」
と
に
っ
こ
り
笑
顔
。
　 

「
ア
グ
リ
カ
ル
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
に
入

っ
て
感
じ
た
こ
と
は
、
仕
事
の
内
容

が
違
っ
て
も
、
み
ん
な
根
底
に
あ
る
考

え
は
同
じ
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
仕
事

の
話
も
し
ま
す
よ
。
話
を
し
た
り
、
聞

い
た
り
す
る
こ
と
で
お
互
い
に
い
い
関

係
を
築
け
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
」 

　
次
号
も
引
き
続
き
農
業
後
継
者
の
紹

介
を
し
ま
す
の
で
ご
期
待
く
だ
さ
い
。 

 
ま
さ

て
る 

温暖化で夏場の気温上昇がバラ作りに影響を及ぼしており、 

その対策が今後の課題と真剣な表情で話す正輝さん。 



⑼

○一般図書 

花色図鑑　　　　　　　　　　野間佐和子 

子どもはみんなヒーローになれる　　　　　　 

　　　　　　　　　　　　　　野口桂子 

お風呂の楽しみ　　　　　　　前田京子 

花の名前がわかる辞典　　　　高橋竜次 

帰っていく場所　　　　　　　椎名誠 

砂の狩人（上・下）　　　　　大沢在昌 

やさしい手話会話　　　　　　米内山明宏 

ブレイク・ストーリー（上・下）  宮部みゆき 

連合赤軍「あさま山荘」事件　佐々淳行 

東京周辺の山350　　　　　　  山と渓谷社 

 

本の貸し出しは１人 

当たり１回５冊まで 

です。 

 

貸し出し期間は２週 

間です。土・日もご 

利用できます。 

 

○児童図書 

おかあさんといっしょ　　　　Ｋ・ガンソン 

こぶとり　　　　　　　　　　松谷みよ子 

おばあちゃんすごい！　　　　中川ひろたか 

まぼろしの忍者　　　　　　　広瀬寿子 

ぼくの一輪車は雲の上　　　　山口理 

タゲリ舞う里に　　　　　　　七尾純 

洛中の火　　　　　　　　　　斉藤洋 

家に帰ろう　　　　　　　　　Ｂ・バイアーズ 

イライラライオン　　　　　　はらだゆうこ 

魔女の血をひく娘　　　　　　セリア・リース　　 

 

※図書室の未返却本が300冊以上あります。お心あたりのある方は返却していただけますようお願いいたします。 

問い合わせ先　中央公民館TEL43－6262

新 刊 図 書 の ご 案 内  

　
会
　
長
　
岡
崎
和
雄
　
大
字
下
林
　
　
理
　
事
　
宇
田
静
吾
　
大
字
大
塚 

　
副
会
長
　
関
浩
太
郎
　
大
字
片
野
　
　
　
〃
　
　
秋
山
亨
弘
　
大
字
宇
治
会

　
　
〃
　
　
土
師
重
信
　
大
字
真
家
　
　
　
〃
　
　
谷
島
幹
雄
　
大
字
瓦
谷
　

　
理
　
事
　
滝
田
　
伸
　
大
字
柿
岡
　
　
　
〃
　
　
大
槻
　
肇
　
大
字
宮
ヶ
崎

　
　
〃
　
　
広
瀬
桂
一
郎
大
字
須
釜
　
　
　
〃
　
　
増
田
英
雄
　
大
字
下
林
　

　
　
〃
　
　
今
橋
　
隆
　
大
字
小
幡
　
　
　
〃
　
　
関
　
茂
利
　
大
字
半
田
　

　
　
〃
　
　
田
中
克
巳
　
大
字
小
屋
　
　
　
〃
　
　
中
村
　
眞
　
大
字
月
岡
　

　
　
〃
　
　
菊
地
一
郎
　
大
字
吉
生
　
　
監
　
事
　
大
槻
元
夫
　
大
字
東
成
井

　
　
〃
　
　
吉
田
重
信
　
大
字
中
戸
　
　
　
〃
　
　
本
図
利
男
　
大
字
吉
生
　 

平
成
15
年
度
八
郷
町
統
計
調
査
員 

　
　
　
連
絡
協
議
会
の
役
員
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す 

 

　
○
問
い
合
わ
せ
先
　
役
場
三
階
　
企
画
課
　
内
線
一
三
二
一 

 

　
統
計
調
査
は
、
各
行
政
区
ご
と
に
選
ば
れ
て
い
る
統
計
調
査
員
さ
ん
に
調
査 

票
の
配
布
や
取
り
ま
と
め
を
お
願
い
し
、
調
査
対
象
と
な
る
事
業
所
や
ご
家
庭 

に
協
力
い
た
だ
い
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
七
月
三
日
に
町
内
各
地
区
の
統
計
調
査
員
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
て
い
る
、
町 

統
計
調
査
員
連
絡
協
議
会
の
総
会
が
開
催
さ
れ
、
次
に
紹
介
す
る
皆
さ
ん
が
新 

し
い
役
員
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

　
統
計
調
査
の
デ
ー
タ
は
、
行
政
施
策
の
企
画
立
案
、
計
画
策
定
な
ど
の
た
め 

の
貴
重
な
資
料
と
な
り
ま
す
。 

  

平
成
15
年
度
に
実
施
さ
れ
る
統
計
調
査 

●
住
宅
土
地
統
計
調
査
　
　
十
月
一
日 

●
工
業
統
計
調
査
　
　
　
　
十
二
月
三
十
一
日 

●
労
働
力
調
査
　
　
　
　
　
九
月
〜
三
月 

 

 



⑽

小
桜
小
学
校 
学校あれこれ 

* 

 

　
小
桜
小
学
校
は
、
毎
年
道
を
お
お
う

よ
う
に
咲
き
誇
る
桜
に
囲
ま
れ
、
休
み

と
も
な
る
と
、
地
域
の
人
た
ち
が
学
校

を
訪
れ
、
子
ど
も
時
代
を
懐
か
し
み
な

が
ら
散
歩
す
る
姿
を
見
か
け
ま
す
。
そ

れ
は
、
い
わ
ば
年
中
行
事
と
い
え
ま
す
。 

　
本
校
は
今
年
で
創
立
百
三
十
年
を
迎

え
る
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
学
校
で
す
。

そ
し
て
、
今
年
度
は
「
豊
か
な
心
を
も

ち
、
た
く
ま
し
く
生
き
る
児
童
の
育
成
」

と
い
う
学
校
教
育
目
標
を
か
か
げ
、
子

ど
も
た
ち
に
は
、
次
の
三
つ
の
合
い
言

葉
を
目
標
に
し
て
、
常
に
意
識
化
を
図

っ
て
い
ま
す
。 

○
き
れ
い
な
学
び
の
場
を
つ
く
ろ
う
。 

○
力
い
っ
ぱ
い
学
び
合
お
う
。 

○
友
だ
ち
と
ふ
れ
合
お
う
。 

　
以
上
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
の
取
組

み
を
通
し
て
「
一
人
ひ
と
り
の
自
慢
の

手
を
広
げ
よ
う
」
と
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。 

　
次
に
、
本
校
の
取
組
み
の
一
端
を
紹

介
し
ま
す
。 

　
本
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
生
活
科

理
科
の
学
習
を
通
し
て
科
学
に
目
を
向

け
、
自
分
た
ち
の
自
由
な
発
想
で
課
題

に
挑
戦
さ
せ
た
い
と
「
サ
イ
エ
ン
ス
・
チ

ャ
レ
ン
ジ
タ
イ
ム
」
を
設
定
し
ま
し
た
。 

　
第
一
回
目
、
子
ど
も
た
ち
は
、
「
宙

に
浮
く
も
の
」
と
い
う
課
題
に
取
組
み

ま
し
た
。
（
本
当
に
で
き
る
の
だ
ろ
う

か
。
）
そ
ん
な
私
た
ち
の
不
安
を
よ
そ

に
、
子
ど
も
た
ち
は
、
自
分
な
り
に
考

え
、
次
の
方
法
で
挑
戦
し
た
の
で
す
。 

①
緑
の
羽
根
を
う
ち
わ
で
あ
お
ぐ
。 

②
下
じ
き
で
静
電
気
を
起
こ
し
て
も
の

を
浮
か
せ
る
。 

③
ド
ラ
イ
ヤ
ー
で
風
船
を
浮
か
す
。 

④
ブ
ー
メ
ラ
ン
を
飛
ば
す
。 

            

　
子
ど
も
た
ち
の
目
の
輝
き
は
一
段
と

増
し
、
だ
れ
も
が
記
録
に
向
け
、
必
死

に
取
組
み
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
第
二
回
目
の
「
お
も
し
ろ
シ

ャ
ボ
ン
玉
」
で
は
、
親
子
が
一
緒
に
な

っ
て
課
題
に
取
組
み
、
工
夫
し
た
石
け

ん
水
を
使
っ
て
成
功
し
た
例
も
あ
り
ま

す
。 

　
こ
の
結
果
、
子
ど
も
た
ち
の
科
学
へ

の
興
味
が
強
く
な
り
、
友
だ
ち
同
士
、

親
子
の
会
話
が
増
え
る
な
ど
、
こ
の
取

組
み
の
効
果
が
表
れ
た
と
い
え
ま
す
。 

　
今
後
は
、
子
ど
も
た
ち
に
興
味
・
関

心
を
持
た
せ
る
よ
う
な
課
題
を
考
え
て

子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
常
に
問
題

意
識
を
持
っ
て
生
活
し
、
自
ら
解
決
に

あ
た
れ
る
よ
う
な
環
境
作
り
に
も
配
慮

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
二
つ
目
は
、
異
学
年
と
の
交
流
の
機

会
を
増
や
そ
う
と
、
「
縦
割
り
班
に
よ

る
清
掃
活
動
」
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

毎
週
水
曜
日
の
校
庭
の
清
掃
で
は
、
上

級
生
が
中
心
と
な
り
下
級
生
に
清
掃
の

仕
方
を
教
え
た
り
、
一
緒
に
な
っ
て
活

動
し
た
り
し
て
い
ま
す
。 

　
「
継
続
は
力
な
り
」
の
例
え
の
よ
う

に
、
下
級
生
も
上
級
生
を
見
本
に
し
な

が
ら
、
作
業
も
合
理
的
に
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
一
方
、
上
級
生
も
先
輩
と
し

て
の
自
覚
が
出
て
く
る
な
ど
、
そ
の
成

果
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
こ
の

よ
う
な
活
動
を
増
や
し
、
他
の
活
動
に

も
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、
本
校
で
は
ノ
ー
チ
ャ
イ
ム

に
取
組
ん
で
二
年
目
に
な
り
ま
す
が
、

子
ど
も
た
ち
に
は
五
分
前
行
動
が
定
着

し
、
授
業
開
始
・
全
校
朝
会
等
、
時
間

に
ス
ム
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
も
継
続
し
た
い
取
組
み
の
一
つ
で
す
。 

（
文
責
　
小
桜
小
学
校
校
長
　
甲
忠
男
）

　 

自
慢
の
手
を
広
げ
よ
う 

  

 

       

　
原
発
性
不
眠
症
と
は
、
患
者
さ
ん

の
訴
え
を
中
心
と
し
た
診
断
名
で
す
。

診
断
基
準
は
⑴
睡
眠
の
始
ま
り
ま
た

は
持
続
が
困
難
、
も
し
く
は
他
覚
的

に
は
よ
く
眠
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え

る
が
、
本
人
は
よ
く
眠
れ
な
か
っ
た

と
い
う
感
じ
を
残
す
　
⑵
前
記
症
状

が
少
な
く
と
も
週
三
回
以
上
起
こ
り
、

一
か
月
以
上
持
続
す
る
た
め
、
疲
労

感
・
イ
ラ
イ
ラ
感
や
昼
間
の
機
能
低

下
が
他
者
に
観
察
さ
れ
る
状
態
で
す
。

　
こ
こ
で
睡
眠
を
客
観
的
、
科
学
的

に
見
事
に
と
ら
え
て
い
る
検
査
に
脳

波
検
査
が
あ
り
ま
す
。
特
に
一
晩
中

脳
波
を
と
る
終
夜
睡
眠
脳
波
検
査
は

客
観
的
に
不
眠
を
評
価
し
う
る
重
要

な
も
の
で
す
。
睡
眠
段
階
を
①
入
眠

期
②
軽
眠
期
③
中
等
度
睡
眠
期
④
深

睡
眠
期
⑤
レ
ム
睡
眠
期
（
急
速
眼
球

運
動
期
）
の
五
段
階
に
分
け
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
特
徴
的
な
脳
波
所
見
を
示

し
ま
す
。
こ
の
検
査
で
は
、
一
晩
八

時
間
の
睡
眠
を
と
っ
て
い
る
と
し
て

も
、
中
等
度
か
ら
深
睡
眠
は
せ
い
ぜ

い
三
時
間
位
で
す
。
残
り
の
眠
り
は

一
寸
声
を
か
け
る
と
眠
り
を
さ
ま
す
、

時
計
の
音
が
聞
こ
え
る
な
ど
の
軽
眠 

       

期
な
の
で
す
。
高
齢
者
の
睡
眠
は
、

確
か
に
不
眠
を
訴
え
な
く
て
も
途
中
覚

醒
が
増
加
し
、
覚
醒
時
間
も
早
く
な
り

（
早
期
覚
醒
）
全
睡
眠
時
間
は
短
縮

し
ま
す
。
更
に
、
前
記
の
睡
眠
段
階
の

③
④
な
ど
の
深
睡
眠
と
⑤
の
レ
ム
睡
眠

が
減
少
し
、
浅
い
眠
り
が
増
加
す
る
こ

と
も
こ
の
脳
波
検
査
で
分
か
り
ま
す
。

高
齢
者
で
は
加
齢
に
よ
り
睡
眠
の
リ
ズ

ム
が
乱
れ
や
す
く
、
憂
う
つ
・
心
気
的

に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

こ
と
も
考
慮
し
、
高
齢
者
の
不
眠
を
考

え
、
実
際
に
睡
眠
が
障
害
さ
れ
て
い
る

と
診
断
さ
れ
た
人
に
は
、
睡
眠
薬
を
中

心
と
し
た
薬
物
療
法
を
行
い
ま
す
。 

　
ま
た
高
齢
者
の
心
性
を
考
え
た
精
神

的
ア
プ
ロ
ー
チ
も
非
常
に
重
要
に
な
っ

て
き
ま
す
。
日
常
生
活
の
注
意
点
と
し

て
　
　
朝
だ
ら
だ
ら
と
横
臥
し
な
い
　

　
昼
寝
を
し
な
い
　
　
日
中
部
屋
に
閉

じ
こ
も
っ
て
い
な
い
　
　
運
動
な
ど
を

し
て
生
活
に
リ
ズ
ム
を
持
た
せ
る
　
　

ア
ル
コ
ー
ル
・
た
ば
こ
・
コ
ー
ヒ
ー
な

ど
を
控
え
る
　
　
老
人
会
・
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
な
ど
で
生
活
に
適
度
の
刺
激

を
与
え
る
、
な
ど
が
大
切
で
す
。 

 

高
齢
者
に
お
け
る
原
発
性
不
眠
症 

   

（一） 

（二） 

（三） 
（四） 

（五） 

（六） 

豊
後
荘
病
院 

　
　
　
精
神
科
　
多
田
国
麿
　
医
師 

  

ドライヤーで風船を浮かす子どもたち 



⑾

    

平
成
13
年
６
月
19
日
生
ま
れ 

父
　
直
樹
さ
ん
　
母
　
和
美
さ
ん 

　
家
族
か
ら
の
一
言 

　
活
発
で
優
し
い
男
の
子
で
す
。
お
兄

ち
ゃ
ん
、
お
姉
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
ど
ん

ぐ
り
を
拾
っ
た
り
と
、
自
然
に
触
れ
合

う
こ
と
が
大
好
き
で
す
。
最
近
、
マ
マ

の
お
手
伝
い
で
ギ
ョ
ー
ザ
を
包
む
こ
と

も
覚
え
ま
し
た
。
思
い
や
り
の
あ
る
子

に
育
っ
て
ほ
し
い
で
す
。 

下
林 

  

下 

野  

貴 

史
ち
ゃ
ん 

八
郷
の
歴
史 

（31） 

♥

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル 

【材料】（4人分） 

○かぼちゃ　400ｇ　 

○にんにく　１片　 

○バター　30g　 

○サラダ油　少々　 

○調味料（さとう・塩・コショー）各少々　 

○きざみパセリ　適宜 

【作り方】 

①かぼちゃは種とわたを取り、皮をところどこ

　ろむく。７～８㎜くらいの厚さのくし形切り

　にする。 

②にんにくはみじん切りにする。フライパンに

　バターとサラダ油を入れ"のにんにくを炒め、

　香りが出たら①のかぼちゃを並べて入れ、ゆ

　っくり火を通し裏返して両面に焼き色をつけ、

　やわらかくなったらさとう、塩、コショーで

　味をととのえる。 

③皿に盛ってきざみパセリをふりかける。 

安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
、
小
幡
村
の
名
主
新

兵
衛
か
ら
旗
本
役
所
宛
に
口
上
書
が
提
出
さ
れ

た
。
若
者
組
祭
礼
一
件
と
も
言
う
べ
き
村
内
一

件
を
物
語
る
史
料
は
、
残
念
な
が
ら
こ
の
口
上

書
一
点
し
か
残
さ
れ
て
な
い
の
だ
が
、
坪
や
若

者
組
と
い
う
社
会
集
団
の
諸
相
に
つ
い
て
、
多

く
の
こ
と
を
語
っ
て
く
れ
て
い
る
貴
重
な
史
料

で
も
あ
る
。
以
下
、
こ
の
口
上
書
の
内
容
を
ひ

も
と
き
な
が
ら
、
小
幡
村
に
お
け
る
坪
と
若
者

組
と
い
う
社
会
集
団
の
一
端
を
垣
間
見
て
み
た

い
（
引
用
史
料
は
、
関
野
和
夫
家
文
書
）
。 

　
一
件
の
発
端
は
、
五
年
前
の
日
光
社
参
に
と

も
な
う
人
馬
勤
め
以
来
、
領
主
か
ら
の
拝
借
金

な
ど
で
困
窮
の
時
節
柄
、
村
役
人
か
ら
各
坪
に

対
し
て
天
王
祭
礼
の
一
部
変
更
を
示
唆
し
た
申 

し
渡
し
で
あ
っ
た
。
申
し
渡
し
に
対
し
、上
宿
・

中
宿
・
下
宿
・
横
町
の
若
者
た
ち
は
、
す
ぐ
さ

ま
薬
王
院
に
集
ま
っ
て
対
応
を
協
議
し
た
。 

そ
の
結
果
、
今
年
の
天
王
祭
礼
か
ら｢

二
町
寄｣

で
「
踊
格
年
」
に
行
う
こ
と
、
つ
ま
り
、
四
町

（
坪
）
が
二
町
ご
と
に
「
格
年
」
＝
隔
年
で
踊

を
行
う
よ
う
な
方
向
性
を
打
ち
出
し
た
。 

　
も
っ
と
も
、
こ
の
決
定
に
対
し
て
上
宿
の
若

者
た
ち
は
反
対
の
よ
う
で
、
平
八
や
久
蔵
と
い

う
若
者
が
名
主
新
兵
衛
に
対
し
て
、
上
宿
は
他

三
坪
の
協
議
か
ら
除
外
し
て
も
ら
う
よ
う
頼
み

に
来
て
い
る
。
つ
ま
り
、
四
坪
の
間
で
、
上
宿

と
他
の
中
宿
・
下
宿
・
横
町
の
対
立
が
存
在
し

た
こ
と
が
わ
か
る
。 

　
上
宿
若
者
の
依
頼
に
対
し
、
新
兵
衛
も
中
宿

以
下
三
坪
の
若
者
の
説
得
を
試
み
る
が
、
強
行

な
ま
で
の
若
者
た
ち
の
姿
勢
に
、
新
兵
衛
も
最

後
は
押
し
切
ら
れ
、
二
町
寄
の
格
年
踊
の
実
施

が
決
定
し
た
。
す
ぐ
さ
ま
、
今
年
の
踊
を
行
う

町
を
鬮
で
決
め
、
上
宿
と
中
宿
が
踊
鬮
を
引
い

た
。 

　
と
こ
ろ
が
、
一
件
は
こ
れ
で
収
ま
っ
た
わ
け

で
は
な
い
。
天
王
祭
礼
に
関
係
す
る
小
幡
村
の

坪
に
は
、
宿
沿
い
の
四
坪
の
他
に
、
稲
子
・
小

里
・
関
下
の
三
坪
が
あ
っ
た
。
格
年
踊
の
決
定

を
、
新
兵
衛
自
身
が
稲
子
以
下
三
坪
の
若
者
た

ち
に
伝
え
た
と
こ
ろ
、
拝
借
金
を
し
て
い
る
よ

う
な
時
節
柄
、
天
王
祭
礼
を
行
う
こ
と
自
体
に

否
定
的
で
、
天
王
祭
礼
へ
の
不
参
加
を
申
し
出

て
き
た
。
つ
ま
り
、
小
幡
村
を
構
成
す
る
坪
同

士
の
間
で
、
さ
き
に
指
摘
し
た
四
坪
内
で
の
対

立
だ
け
で
は
な
く
、
上
宿
以
下
四
坪
と
稲
子
・

小
里
・
関
下
三
坪
の
対
立
が
存
在
し
た
こ
と
も

こ
の
一
件
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。 

　
結
局
、
新
兵
衛
は
旗
本
役
所
に
対
し
て
、
古

来
通
り
諸
事
「
坪
切
」
に
行
え
る
よ
う
願
い
出

て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
ま
さ
に
社
会
集
団
と

し
て
の
「
坪
」
が
、
若
者
組
と
い
う
新
た
な
社

会
集
団
を
胚
胎
し
て
、
自
己
主
張
を
行
う
こ
と

に
な
っ
た
こ
と
に
対
す
る
、
村
役
人
と
し
て
の

危
機
意
識
の
表
れ
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。 

　
時
代
は
下
る
が
、
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）

八
月
、
籏
本
役
所
か
ら
小
幡
村
に
対
し
、
奇
妙

な
申
し
渡
し
が
あ
っ
た
。
「
上
中
下
宿
横
町
と

唱
へ
候
組
々
」
は
「
壱
組
々
二
申
合
（
中
略
）

四
組
一
緒
ニ
会
合
相
談
等
い
た
す
間
敷
候
」
。 

旗
本
と
い
う
領
主
権
力
自
体
が
、
「
坪
切
」
の

裁
定
を
行
う
必
要
性
が
こ
の
史
料
の
背
景
に
は

あ
る
。
こ
の
こ
と
も
非
常
に
興
味
深
い
。 

町
史
編
さ
ん
専
門
調
査
員
　
近
世
　
岡
部
真
二 

 

江
戸
時
代
に
お
け
る
社
会
集
団
の
諸
相 

  
わ
た
し
の
手
料
理 

 

か
ぼ
ち
ゃ
の
ガ
ー
リ
ッ
ク
焼
き 

 

食生活改善推進員（ヘルスメイト） 

足立妙子（小屋） 
 

 

〜
小
幡
村
の
坪
と
若
者
組
を
事
例
に
〜 

 

た
か
　
し 



⑿

　
　
　
併
後
の
新
市
の
名
前
は
ど
の
よ
う
に

　
　
　
決
め
る
の
で
す
か
。 

　
　
　
　
　
　
　
小
見
　
柘
植
宏
美
（
24
） 

　
　
新
市
の
名
称
は
、
美
野
里
町
・
玉
里

村
・
八
郷
町
・
石
岡
市
合
併
協
議
会
で
決
定

し
ま
す
。
合
併
協
議
会
で
は
、
新
市
の
新
し

い
名
称
を
広
く
募
集
し
、
そ
の
中
か
ら
選
定

す
る
と
い
う
こ
と
が
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

現
在
、
合
併
協
議
会
の
中
に
新
市
名
称
候
補

選
定
小
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
十
一
月
中
旬

の
募
集
開
始
を
目
指
し
て
、
応
募
資
格
や
応

募
方
法
、
選
定
基
準
、
選
定
方
法
等
の
協
議

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
が
決
定
さ

れ
次
第
、
「
合
併
協
議
会
だ
よ
り
」
や
合
併

協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
住
民
の
皆
様

方
に
広
く
お
知
ら
せ
を
し
て
い
き
ま
す
。 

　
な
お
、
応
募
資
格
は
、
小
学
五
年
生
以
上

で
、
四
市
町
村
内
に
住
所
を
有
す
る
方
、
通

勤
・
通
学
し
て
い
る
方
、
出
身
者
等
を
対
象

と
す
る
方
向
で
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

募
集
の
際
に
は
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ

い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
企
画
課 

　
　
　
報
八
月
号
の
「
や
さ
と
メ
モ
リ
ー
」

　
　
　
の
陣
場
の
お
み
こ
し
の
写
真
を
拝
見

し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
数
も
減
少
し
、

廃
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
夏
休
み
の
行
事
。

当
時
の
子
ど
も
た
ち
も
今
で
は
三
十
歳
を
過

ぎ
て
い
る
こ
と
を
思
え
ば
、
感
慨
ひ
と
し
お

で
す
。
　
　
　
　
山
崎
　
清
水
静
子
（
54
） 

　
　
　
い
つ
も
広
報
を
楽
し
み
に
読
ん
で
い

　
　
　
ま
す
。
今
年
の
夏
は
変
で
し
た
ね
。

今
頃
に
な
っ
て
入
道
雲
を
見
て
、
夜
は
虫
の

合
唱
で
す
。
「
ひ
が
ん
花
が
好
き
だ
」
と
言

っ
て
い
た
主
人
が
自
分
で
庭
の
あ
ち
ら
こ
ち

ら
に
植
え
、
毎
年
「
咲
い
た
、
咲
い
た
」
と

言
っ
て
喜
ん
で
い
た
の
で
す
が
、
昨
年
六
月

に
私
を
残
し
て
逝
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
長

寿
の
時
代
に
五
十
五
歳
と
、
少
し
早
い
旅
立

ち
で
し
た
。
今
年
も
ひ
が
ん
花
が
咲
き
始
め

ま
し
た
。
ど
こ
に
咲
い
て
も
人
目
に
つ
く
あ

の
赤
色
は
や
は
り
き
れ
い
で
す
。
私
に
と
っ

て
ひ
が
ん
花
は
主
人
の
こ
と
を
思
い
出
さ
せ

て
く
れ
る
花
で
す
。
あ
る
人
に
「
よ
く
ご
主

人
ひ
が
ん
花
が
好
き
だ
っ
て
言
っ
て
た
わ
よ

ね
」
と
庭
の
花
を
見
て
言
わ
れ
ま
し
た
。 

　
　
　
　
　
　
　
小
幡
　
藤
田
愛
子
（
55
） 

　
　
亡
き
人
を
思
い
出
さ
せ
る
の
が
花
と
は

素
敵
で
す
ね
。
　
　
　
　
　
　
　
　
広
報
係 

「
わ
た
し
も
一
言
」 

評
　
　
日
本
教
育
書
道
連
盟
審
査
員
　
岩 

波 

芳 

水
　 

習
字
コ
ー
ナ
ー 

　
ど
っ
し
り
と
書
け
た
よ
い
作
品
で

す
。
ま
す
ま
す
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。 

  

　
二
文
字
の
調
和
が
よ
く
取
れ
て
い
て

丁
寧
に
良
く
書
け
て
い
ま
す
。 

  

柿
岡
小
　
二
年
　
雨 

貝  

み 

き 

    

柿
岡
小
　
五
年
　
川 

井  

正 

稔 

    

㈶

♣

♣

P.N　さくらメント P.N　りんごちゃん 

P.N　はちみつクマさん 

P.N　あ お い 

上曽　木村はる江 

合 

広 い 



⒀

３つの答えの中から正解を選びハガ

キに書いて送ってください。 

①10月の月間は何でしょう？ 

　Ａ－大気汚染防止推進月間 

　Ｂ－骨髄バンク推進月間 

　Ｃ－食生活改善普及月間 

②八郷町議会議員一般選挙はいつ行

　われる予定ですか？ 

　Ａ－12月７日　Ｂ－12月14日 

　Ｃ－12月21日 

③茨城県民の日はいつ？ 

　Ａ－10月23日　Ｂ－11月３日 

　Ｃ－11月13日 

【応募の方法】 

☆ハガキに広報クイズ187と書き、

　答えの記号（例①－Ａ）、住所、

　氏名、年齢、世帯主と「私もひと

　こと」へのご意見や広報の感想な

　どを書いて送ってください。イラ

　ストやマンガも大歓迎。 

☆締切日　平成15年11月15日 

　　　　　（当日消印有効） 

☆応募先　〒315-0195　 

　　　　　八郷町柿岡5680－1 

　　　　　八郷町役場秘書広聴課 

☆当選者の発表　本紙12月号 

［広報クイズ185の当選者の発表］ 

正解は①－Ｃ、②－Ｂ、③－Ａでし

た。応募総数39通、正解39通の中か

ら次の10人が正解しました。 

荒井茂志（吉生）小澤早由里（柿岡）

小原とく（片野）鴻巣満（小野越）

斉藤恵美子（山崎）田口ふみ（片野）

長谷川和夫（大増）松下肇（柿岡）

松田歩美（柿岡）吉田由香里（柿岡）

　　　　　　　　　　　【敬称略】 

 

　全問正解者のなかから 

抽選ですてきな賞品が当 

たるよ　 

やさと文芸 

や

さ

と

 

短
　
　
　
　
歌
　
　
　
　
　
大
　
塚
　
　
　
誠  

選     
       

俳
　
　
　
　
句
　
　
　
　
　
綿
　
引
　
鼓
　
峰  

選   
    

俚
　
　
　
　
謡
　
　
　
　
　
鈴
　
木
　
弦
　
月  

選  

広報ク
イズ  

187

　
柿
岡
の
荒
宿
区
で
行
わ
れ
て
い
た
区 

民
に
よ
る
運
動
会
（
昭
和
六
十
年
当 

時
）。
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
参 

加
し
、
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。
区
単
位 

の
運
動
会
も
今
で
は
残
す
と
こ
ろ
柿
岡 

の
旭
町
の
み
と
な
り
ま
し
た
。 

 

P.N　ビッグ斉藤 

月岡　萩原志づ 

P.N　さくら・んぼ 

聞
こ
え
来
る
蝉
の
声
す
ら
か
細
く
て
冷
た
き
雨
の
夏
を
し
嘆
く 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
崎
　
　
荒
　
井
　
幸
　
子 

親
戚
の
あ
ま
た
集
ひ
し
盂
蘭
盆
会
懐
か
し
み
合
ひ
話
の
尽
き
ず
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
岡
　
　
萩
　
原
　
照
　
子 

恋
な
ど
に
係
り
薄
く
闘
病
の
生
活
長
き
友
一
人
あ
り 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柿
　
岡
　
　
小
　
池
　
　
　
勇 

  

梅
雨
寒
の
長
び
き
出
穂
を
憂
ひ
を
り
　
　
　
　
青
　
田
　
　
田
　
上
　
岳
　
尾 

破
れ
寺
を
囲
み
て
森
の
蝉
時
雨
　
　
　
　
　
　
下
　
林
　
　
佐
　
藤
　
繁
　
子 

破
れ
寺
の
墓
地
の
掃
か
れ
て
菊
の
供
華
　
　
　
下
　
林
　
　
鈴
　
木
　
邦
　
翠 

  

愛
が
育
む
絆
も
固
く
家
族
揃
っ
た
膳
の
味 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
　
田
　
　
田
　
上
　
岳
　
尾 

愛
で
漕
ぎ
出
す
絆
は
強
く
腕
は
曲
げ
な
い
世
帯
船 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
　
林
　
　
加
　
藤
　
弥
　
生 

明
り
灯
す
も
気
配
り
マ
マ
の
陰
で
舵
と
る
世
帯
船 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
　
林
　
　
額
　
賀
　
力
　
江 

 

P.N　蒲公英 

 

つ
ど
　
　
　
　
う

ら
ぼ
ん
え 



⒁

     

ゴ
ー
ル
ド
シ
ニ
ア
の
部
　
男
子
▽
優
勝

鈴
木
忠
夫
（
日
立
市
）
▽
準
優
勝
　
久

保
田
芳
男
（
八
郷
町
）
▽
三
位
　
底
光

男
（
八
郷
町
）
女
子
▽
優
勝
　
村
田

岩
子（
岩
瀬
町
）
▽
準
優
勝
　
底
節
子

（
八
郷
町
）▽
三
位
　
柳
沼
ま
き（
岩
瀬
町
） 

シ
ニ
ア
の
部
　
男
子
▽
優
勝
　
潮
田
敞

（
八
郷
町
）
▽
準
優
勝
　
鈴
木
辰
雄（
日

立
市
）
▽
三
位
　
長
谷
川
昭
一
（
八
郷

町
）
女
子
▽
優
勝
　
深
谷
信
子
（
岩
瀬

町
）
▽
準
優
勝
　
堀
田
絹
子
（
岩
瀬

町
）
▽
三
位
　
藤
田
ナ
ミ
子
（
岩
瀬
町
） 

一
般
の
部
　
男
子
▽
優
勝
　
岡
部
忠
伸

（
岩
瀬
町
）
▽
準
優
勝
　
青
木
儀
男
（
岩

瀬
町
）
▽
三
位
　
柳
本
仁
（
霞
ヶ
浦
町
）

女
子
▽
優
勝
　
黒
澤
千
代
子
（
千
代
田

町
）
▽
準
優
勝
　
杉
山
和
子
（
千
代
田

町
）
▽
三
位
　
柴
沼
広
子
（
岩
間
町
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
敬
称
略
】 

    

軟
式
野
球
の
部
▽
優
勝
　
柿
岡
つ
く 

ば
ね
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
▽
準
優
勝
　
恋

瀬
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
▽
三
位
　
園
部
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
・
瓦
会
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部
▽
優
勝
　
柿

岡
つ
く
ば
ね
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
▽
準
優 

ま
ち
の
話
題
で
き
ご
と 

身
近
な
出
来
事
や
地
元
の 

話
題
を
お
よ
せ
く
だ
さ
い 

 ︵
連
絡
先
・
秘
書
広
聴
課
☎
内
線
一
三
四
三
︶

 

　
八
郷
町
第
一
回
児
童
生
徒
木
工
コ
ン
ク
ー
ル

審
査
会
が
九
月
十
六
日
に
八
郷
町
森
林
組
合
を

会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
同
コ
ン
ク
ー
ル
は
自
然
体
験
の
一
環
と
し
て

行
わ
れ
た
も
の
で
、
無
限
の
可
能
性
を
秘
め
た

子
ど
も
た
ち
に
自
ら
の
意
思
と
技
で
創
造
す
る

喜
び
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
応
募
は
小
学
校
低
学
年
と
高
学
年
、
中
学
校

の
部
に
分
け
ら
れ
、
今
回
は
小
学
校
低
学
年
が

十
人
、
高
学
年
が
十
五
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。
優
秀
作
品
は
県
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
品
さ

れ
る
予
定
で
す
。 

　
審
査
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

▽
町
長
賞
　
低
学
年
の
部
　
久
保
田
哲
平
（
瓦

会
小
二
年
）
・
高
学
年
の
部
　
磯
山
好
夫
（
瓦

会
小
六
年
）
▽
教
育
長
賞
　
森
田
香
織
（
林
小

六
年
）
▽
森
林
組
合
長
賞
　
高
橋
杏
奈
（
林
小

二
年
）
▽
県
南
林
業
会
長
賞
　
鈴
木
由
章
（
東

成
井
小
四
年
）
　
　
　
　
　
　
　
【
敬
称
略
】 

　
十
五
夜
の
日
、
上
曽
の
山
居
上
寺
で
は
、
子

ど
も
た
ち
に
よ
る
作
物
の
豊
作
を
願
う
珍
し
い

行
事
が
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
三
十
四
世
帯

あ
る
家
を
地
元
の
小
学
生
が
訪
問
し
、
「
大
麦

バ
ッ
タ
、
小
麦
バ
ッ
タ
、
三
角
ば
っ
て
ソ
バ
あ

た
れ
」
と
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
声
を
そ
ろ
え
な
が
ら

芋
が
ら
で
作
っ
た
棒
状
の
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
の

庭
で
叩
き
つ
け
ま
す
。
地
元
で
は
こ
れ
を
『
大

麦
バ
ッ
タ
』
と
呼
ん
で
お
り
、
今
年
は
九
月
十

一
日
に
行
わ
れ
、
八
人
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加

し
ま
し
た
。 

　
芋
が
ら
で
作
っ
た
棒
は
芋
が
ら
を
芯
に
し
て

わ
ら
で
包
み
、
そ
れ
を
編
ん
だ
わ
ら
で
巻
い
た

も
の
で
、
参
加
す
る
子
ど
も
た
ち
の
家
庭
で
作

ら
れ
ま
す
。 

「
地
面
を
叩
く
の
は
作
物
を
荒
ら
す
も
ぐ
ら
を

退
治
す
る
と
い
う
意
味
が
あ
る
ん
で
す
」
と
足

立
清
さ
ん
は
話
し
ま
す
。
「
私
が
生
ま
れ
た
頃

は
す
で
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
七
十
三
歳

だ
か
ら
も
う
百
年
ぐ
ら
い
は
や
っ
て
い
る
で
し

ょ
う
か
」 

　
終
戦
後
一
時
中
断
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
農
村
地
帯
で
行
わ
れ
て
い
た
昔
か
ら
の
風

習
は
今
も
な
お
受
け
継
が
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。 

 

児
童
生
徒
木
工
工
作
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催 

 
昔
か
ら
の
風
習
今
も
な
お 

 

平
成
　
年
度
八
郷
町
タ
ー
ゲ
ッ 

ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
親
善
大
会 

 

平
成
　
年
度
八
郷
町
ス
ポ
ー
ツ 

少
年
団
秋
季
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
大
会 

 

九
月
六
、七
日
・
八
郷
町
総
合
運
動
公
園 

 

15

九
月
十
四
日
・
八
郷
町
総
合
運
動
公
園 

15



⒂

　
作
曲
家
の
野
田
ひ
さ
志
さ
ん
が
九
月
二
十
七

日
、
瓦
会
小
学
校
（
森
田
和
明
校
長
）
の
秋
季

大
運
動
会
に
訪
れ
ま
し
た
。
野
田
さ
ん
は
わ
が

町
の
八
郷
音
頭
の
作
曲
家
で
、
瓦
会
小
学
校
の

作
曲
も
手
が
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
両
曲
と
も

作
詞
は
野
田
さ
ん
と
は
親
交
が
深
か
っ
た
中
戸

の
故
石
井
吉
明
さ
ん
で
、
今
回
念
願
の
来
校
と

な
っ
た
よ
う
で
す
。
「
昨
晩
は
良
く
眠
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
気
持
ち
が
高
ぶ
っ
て
し
ま
っ
て
」

と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。 

　
作
曲
家
に
な
る
前
に
は
公
立
の
小
中
学
校
の

教
諭
を
し
て
い
た
野
田
さ
ん
。
「
こ
ん
な
に
学

校
と
保
護
者
の
み
な
さ
ん
が
一
体
と
な
っ
て
い

る
運
動
会
は
今
ま
で
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

想
像
ど
お
り
の
学
校
で
し
た
」
と
感
嘆
の
声
を

も
ら
し
て
い
ま
し
た
。 

　
運
動
会
の
最
後
は
児
童
た
ち
が
八
郷
音
頭
を

踊
り
、
野
田
さ
ん
は
リ
ズ
ム
を
と
り
な
が
ら
感

慨
深
そ
う
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
閉
会
式
で

は
、
校
長
先
生
か
ら
野
田
さ
ん
の
紹
介
が
あ
り
、

児
童
代
表
か
ら
花
束
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
壇

上
で
は
「
校
歌
の
中
に
き
た
え
る
わ
れ
ら
と
あ

り
ま
す
が
、
鍛
え
る
の
は
体
と
頭
と
心
で
す
。

み
な
さ
ん
の
立
派
な
先
輩
が
作
っ
た
校
歌
を
こ

れ
か
ら
も
歌
い
続
け
て
く
だ
さ
い
」
と
児
童
た

ち
に
熱
く
語
り
か
け
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
校
歌
が
歌
わ
れ
、
野
田
さ
ん
も
ご
自

分
の
作
っ
た
歌
を
感
慨
深
そ
う
に
聴
い
て
い
ま

し
た
。
「
こ
ん
な
に
良
い
学
校
の
歌
が
作
れ
て

光
栄
で
す
。
」
と
満
足
そ
う
に
話
し
て
い
ま
し

た
。 

　
小
学
校
に
は
直
筆
で
『
人
に
夢
あ
ら
ば
生
き

る
に
登
り
あ
り
』
と
書
か
れ
た
色
紙
が
プ
レ
ゼ

ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。 

　
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
に
あ
わ
せ
て
、
町

で
は
九
月
二
十
五
日
に
役
場
わ
き
十
字
路
で
立

哨
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
石
岡
警
察
署
と
石
岡
地
区
交
通
安
全
協
会
、

石
岡
地
区
交
通
安
全
協
会
八
郷
支
部
が
主
催
し
、

石
岡
地
区
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
友
の
会
八
郷
支
部

と
柿
岡
地
区
交
通
安
全
母
の
会
、
八
郷
高
校
の

生
徒
が
協
力
。
運
転
者
に
は
チ
ラ
シ
と
あ
わ
せ

て
ナ
シ
が
配
ら
れ
、
『
事
故
ナ
シ
』
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
八
郷
町
は
昨
年
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着

用
率
が
七
〇
・
三
㌫
で
、
県
内
八
十
七
市
町
村

の
う
ち
八
十
番
目
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
年
の

七
月
か
ら
来
年
の
一
月
ま
で
の
間
、
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
の
モ
デ
ル
市
町
村
に
な
っ
て
い
ま
す
。
夏

の
立
哨
指
導
後
の
効
果
測
定
で
は
七
五
・
五
六

㌫
に
な
り
、
指
導
の
効
果
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
秋
と
冬
の
二
回
測
定
が
行
わ
れ
る

予
定
で
す
。 

 

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
ち
ゃ
ん
と
締
め
て 

 

瓦
会
小
学
校
に
野
田
ひ
さ
志
さ
ん
来
校 

   

編
集
室 

勝
　
東
成
井
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
▽
三

位
小
幡
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
・
恋
瀬
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団 

  ■
訂
正
　
広
報
や
さ
と
九
月
号
の
十

一
ペ
ー
ジ
「
わ
た
し
の
手
料
理
」
で

四
人
分
と
あ
り
ま
し
た
が
、
十
皿
分

の
誤
り
で
す
。
十
三
ペ
ー
ジ
「
や
さ

と
メ
モ
リ
ー
」
の
中
で
今
年
は
七
十

二
歳
以
上
を
招
待
と
あ
り
ま
し
た
が
、

七
十
三
歳
の
誤
り
で
す
。
訂
正
と
と

も
に
お
詫
び
し
ま
す
。 

     

　
花
の
種
類
が
少
な
く
な
る
秋
は
、

キ
ン
モ
ク
セ
イ
の
香
り
が
季
節
を
感

じ
さ
せ
ま
す
。  

　
キ
ン
モ
ク
セ
イ
は
、
中
国
原
産
の

モ
ク
セ
イ
科
の
常
緑
小
高
木
で
、
十

月
に
橙
黄
色
で
芳
香
の
強
い
小
花
を

多
数
咲
か
せ
ま
す
。
日
本
に
伝
え
ら

れ
た
の
は
十
世
紀
以
降
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
雌
雄
異
株
で
す
が
、
日

本
に
あ
る
の
は
雄
株
だ
け
な
の
で
実

は
つ
か
な
い
そ
う
で
す
。 

木
犀
（

モ
ク
セ
イ
）
と
漢
字
で
書
く
の
は
、

木
の
肌
が
動
物
の
犀
（
サ
イ
）
の
皮

膚
に
似
て
い
る
か
ら
だ
と
か
。
ま
た

白
花
の
ギ
ン
モ
ク
セ
イ
、
淡
黄
色
の

ウ
ス
ギ
ン
モ
ク
セ
イ
な
ど
が
あ
る
そ

う
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｗ
） 



⒃

茨
城
県

茨
城
県 

 

茨
城
県 

 

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク 

 

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク 

 

バ
ラ
の
香
り
に
包
ま
れ
て

バ
ラ
の
香
り
に
包
ま
れ
て 

 

バ
ラ
の
香
り
に
包
ま
れ
て 

 
　
茨
城
県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
に
は
、
世
界
の
バ
ラ
五
〇
〇
品
種
、
三

　
茨
城
県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
に
は
、
世
界
の
バ
ラ
五
〇
〇
品
種
、
三
万
株
が
栽
培
さ

万
株
が
栽
培
さ 

れ
て
い
ま
す
。
今
、
園
内
は
色
と
り
ど
り
の
バ
ラ
が
咲
き
そ
ろ
っ
て

れ
て
い
ま
す
。
今
、
園
内
は
色
と
り
ど
り
の
バ
ラ
が
咲
き
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
バ
ラ

い
ま
す
。
バ
ラ 

の
香
り
に
包
ま
れ
て
「
秋
の
バ
ラ
ま
つ
り
」
を
十
一
月
十
六
日
（
日

の
香
り
に
包
ま
れ
て
「
秋
の
バ
ラ
ま
つ
り
」
を
十
一
月
十
六
日
（
日
）
ま
で
開
催
中

）
ま
で
開
催
中 

で
す
。
期
間
中
は
各
種
の
イ
ベ
ン
ト
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご

で
す
。
期
間
中
は
各
種
の
イ
ベ
ン
ト
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
家
族
、

家
族
、
お
友
達
、

お
友
達
、 

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

　
茨
城
県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
に
は
、
世
界
の
バ
ラ
五
〇
〇
品
種
、
三
万
株
が
栽
培
さ 

れ
て
い
ま
す
。
今
、
園
内
は
色
と
り
ど
り
の
バ
ラ
が
咲
き
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
バ
ラ 

の
香
り
に
包
ま
れ
て
「
秋
の
バ
ラ
ま
つ
り
」
を
十
一
月
十
六
日
（
日
）
ま
で
開
催
中 

で
す
。
期
間
中
は
各
種
の
イ
ベ
ン
ト
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
家
族
、
お
友
達
、 

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 
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 開催中　11月16日（日）まで　 

　　　  ９日（日）～16日（日） 

      11月22日（土）24日（月） 

           22日（土）～24日（月） 

           23日（日）・24日（月）　　 

           22日（土）・23日（日） 

           16日（日）～24日（月） 

           23日（日）・24日（月）　 

 

◆秋バラまつり 

　フラワーデザイン展 

◆新そば収穫祭 

　そば打ち実演試食会 

　そば打ち体験教室　有料 

　猿まわし　猿芸ショー 

　盆栽展 

　体験教室　バラ摘み採り 

 

●問い合わせ先　茨城県フラワーパーク　42－4111

※イベントは予告なく変更、中止する場合もありますのでご了承ください。 

　詳しくは茨城県フラワーパークまで 
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